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授
業
概
要

法律学の基本的な事項を理解し、現代社会の諸問題を概観し、刑法・刑事訴訟法の基本原則を理解することを通じて、現代の司法制
度を理解し、法的・論理的思考力を養成する。

2014

教　員　名

法とは何か

後　　　　　　　　　　期

（１）わが国の法制度の体系が理解できること。
（２）法を通じた現代社会の諸問題が理解できること。
（３）他人や他国の立場からも物事を考慮できること。

到　達　目　標

定期試験70％，レポート30％として，総合評価する。
評　価　方　法

項　　　　目

前　　　　　　　　　　期

交通事故と危険運転致死傷罪

現代の少年犯罪①

単位・時間 必修・選択

内　　　　　　容

　山本光英： YAMAMOTO  Mitsuhide
4MESC　法学：　Law

現代の犯罪①

責任能力と原因において自由な行為の法
理

法源、制定法、慣習法、判例法、条理

近代憲法の原理、明治憲法の特色、日本
国憲法の成立と原則

寒剤の成立要件
③

その内容と派生原則

裁判の基準

犯罪と刑罰 犯罪とは何か、刑罰の種類

近代国家と憲法

法と裁判

裁判員制度と参審制・陪審制①

法の発展

（ａ）学習・教育目標 （Ｆ）③④ ＪＡＢＥＥ基準１（１）
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画

裁判制度、裁判の関与者、裁判所の種
類、刑事裁判と民事裁判

犯罪の成立要件
①

関連科目

授業評価・理解度

項　　　　目 内　　　　　　容

公判の基本原
則②

裁判員制度② 裁判員制度の問題点

社会と規範、規範と法則、法と道徳の違い

実定法と自然法、法の体系

授
　
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
　
計
　
　
　
　
　
　
画

山下　祐志

政治・経済

末川博編『法学入門（第５版補訂版）』有斐閣

別途に授業の中で紹介する。

副担当教員

参　考　書

教　科　書

裁判員制度①

刑事手続の流
れ③

刑事手続にお
ける人権保障
②

物に対する強
制処分

公判の基本原
則③

刑法における
人と物

最終回に授業評価アンケートを実施する。

黙秘権と自白法則

刑事手続の流
れ①

捜査の端緒、捜査

刑事手続の流
れ②

公判

上訴

刑事手続にお
ける人権保障
①

強制処分と任意処分、強制処分法定主義
と令状主義

憲法における人権保障

人に対する強
制処分

逮捕・勾留とは何か、逮捕の種類

罪刑法定主義

行為と因果関係

捜索・押収とは何か、身体検査はどこまで
できるか、採血と採尿検査

犯罪の成立要件
②

公判の基本原
則①

無罪の推定、挙証責任、合理的な疑いを
超える程度の証明

違法性と違法性阻却事由

責任とは何か、責任能力、故意と過失

補強法則

現代の犯罪③ 人とは何か 人の始期と終期、臓器移植との関係

現代の犯罪②

法規定と対物防衛

まとめ まとめ
全体の学習事項のまとめを行う。また，授業評
価アンケートを行う。

前期のまとめ

現代の犯罪④ 現代の少年犯罪②


